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第 2 章では〝ピオグリタゾン後継薬”であるオキシイムノアルカン酸誘導体 TAK-559 の性状について
述べられている。TAK-559 の性状解析は上記 4 種類のアッセイ系を用いて行われた。その結果、TAK-

















うに、坂本氏が構築した分子生物学的手法を利用した in vitro アッセイシステムは、核内受容体に対す
る薬剤創出やそれらの薬剤の新たな生体調節メカニズムを解明するために威力を発揮した。 
平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
